
請

願

第

一

六

号 

  
 

 
年

金

の

長

期

連

続

引

き

下

げ

を

撤

回

し

、

無

年

金

・

低

年

金

者

に

基

礎

年

金

国

庫

負

担

分

三

・

三

万

円

支

給

を

求

め

る

意

見

書

の

提

出

に

関

す

る

請

願 

  

主 

旨 

一 

年

金

の

特

例

水

準

廃

止

に

よ

る

二

・

五

％

引

き

下

げ

及

び

マ

ク

ロ

経

済

ス

ラ

イ

ド

の

デ

フ

レ

下

で

の

発

動

に

よ

る

長

期

連

続

引

き

下

げ

を

撤

回

す

る

こ

と

。 

二 

無

年

金

・

低

年

金

者

へ

の

緊

急

措

置

と

し

て

、

基

礎

年

金

の

国

庫

負

担

分

三

・

三

万

円

を

直

ち

に

支

給

す

る

こ

と

。 

以

上

二

項

目

に

つ

い

て

、

政

府

な

ら

び

に

関

係

省

庁

に

意

見

書

を

提

出

し

て

下

さ

い

。 

  

理 

由 日

夜

熊

本

市

民

の

生

活

と

安

全

に

、

ご

尽

力

頂

い

て

い

る

こ

と

に

感

謝

と

敬

意

を

表

し

ま

す

。 

国

会

最

終

日

、

来

年

十

月

か

ら

三

年

間

で

二

・

五

％

年

金

を

引

き

下

げ

る

法

案

が

成

立

し

ま

し

た

。

高

齢

者

の

四

〇

％

以

上

、

特

に

女

性

の

八

〇

％

以

上

が

年

収

一

〇

〇

万

円

未

満

の

年

金

額

で

す

。

遺

族

年

金

も

障

害

年

金

も

例

外

な

く

引

き

下

げ

ら

れ

ま

す

。

医

療

、

介

護

の

保

険

料

や

税

金

が

上

が

り

続

け

、

消

費

税

も

上

げ

ら

れ

る

な

か

で

、
さ

ら

に

年

金

を

減

ら

せ

ば

、
生

活

で

き

な

い

高

齢

者

が

一

層

増

え

続

け

ま

す

。 



こ

の

「

特

例

措

置

」

は

、

一

〇

年

以

上

も

前

、

物

価

水

準

が

下

が

っ

た

と

き

に

、

高

齢

者

の

暮

ら

し

と

経

済

へ

の

影

響

を

配

慮

し

て

年

金

引

き

下

げ

は

行

わ

ず

、

物

価

水

準

が

上

が

っ

た

と

き

に

解

消

す

る

、

と

い

う

も

の

で

、
二

〇

〇

六

年

か

ら

四

年

間

物

価

水

準

が

上

昇

し

ま

し

た

が

年

金

額

は

据

え

置

き

の

措

置

で

、

既

に

解

消

済

み

に

な

っ

て

い

た

筈

で

す

。

消

滅

時

効

も

疑

わ

れ

る

こ

の

時

期

に

、

特

例

措

置

の

解

消

と

し

て

年

金

減

額

法

を

強

行

採

決

し

た

こ

と

に

私

た

ち

年

金

受

給

者

は

納

得

で

き

ま

せ

ん

。

今

後

の

受

給

者

の

年

金

額

に

も

直

接

影

響

を

与

え

る

も

の

で

す

。 

こ

の

一

〇

年

来

、

物

価

ス

ラ

イ

ド

に

よ

っ

て

二

〇

〇

〇

年

の

年

金

一

〇

万

円

は

九

七

八

〇

〇

円

に

ま

で

落

ち

込

ん

で

い

ま

す

。

こ

れ

か

ら

さ

ら

に

二

・

五

％

引

き

下

げ

ら

れ

九

五

八

五

〇

円

に

、

さ

ら

に

デ

フ

レ

下

の

マ

ク

ロ

経

済

ス

ラ

イ

ド

の

発

動

で

調

整

率

分

〇

・

九

％

以

上

が

毎

年

、

少

な

く

と

も

一

〇

年

先

ま

で

連

続

引

き

下

げ

が

計

画

さ

れ

て

い

ま

す

。
本

年

五

月

、
当

時

の

小

宮

山

厚

生

労

働

大

臣

は
「

調

整

率

は

一

・

二

％

に

な

る

見

込

み

」

と

答

弁

さ

れ

て

い

ま

す

が

、

こ

う

な

れ

ば

二

〇

二

四

年

に

は

年

金

額

は

二

ヶ

月

分

以

上

が

消

滅

し

、

一

年

を

一

〇

ヶ

月

足

ら

ず

の

年

金

で

凌

が

ね

ば

な

ら

な

い

大

変

な

事

態

に

落

ち

込

み

ま

す

。 市

内

の

高

齢

者

人

口

は

一

五

万

五

千

人

程

度

と

聞

い

て

い

ま

す

。

多

く

の

方

は

年

金

の

み

で

生

活

し

て

お

ら

れ

ま

す

。

生

活

の

困

窮

度

は

一

層

緊

迫

し

、

孤

独

死

や

高

齢

者

の

自

殺

が

増

加

し

続

け

る

事

態

に

な

る

だ

け

で

な

く

、

市

内

の

経

済

の

動

向

に

も

大

き

く

影

響

を

与

え

か

ね

ま

せ

ん

。 

年

金

を

削

る

の

で

は

な

く

、

一

一

八

万

人

と

い

わ

れ

る

無

年

金

者

と

一

二

〇

〇

万

人

と

い

わ

れ

る

低

年

金

者

を

早

急

に

救

済

す

べ

き

で

す

。

生

活

保

護

受

給

者

が

二

〇

〇

万

人

を

超

え

た

と

報

道

さ

れ

て

い

ま

す



が

、

生

活

保

護

基

準

以

下

の

収

入

し

か

な

い

世

帯

は

六

〇

〇

万

と

か

八

〇

〇

万

と

か

言

わ

れ

て

い

ま

す

。

基

礎

年

金

の

国

庫

負

担

分

に

見

合

う

三

・

三

万

円

を

支

給

す

る

措

置

を

と

る

こ

と

が

必

要

で

す

。

無

年

金

者

も

低

年

金

者

も

長

年

税

金

を

払

い

続

け

、

ま

た

消

費

税

は

今

で

も

払

っ

て

い

ま

す

。

こ

の

措

置

に

よ

り

生

保

受

給

者

の

減

少

が

相

当

数

見

こ

ま

れ

ま

す

。 
以

上

よ

ろ

し

く

ご

検

討

頂

き

、

請

願

二

事

項

に

つ

い

て

の

意

見

書

の

提

出

を

お

願

い

し

ま

す

。 

 

二

〇

一

二

年

十

二

月

三

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

紹

介

議

員 
 

益 

田 

牧 
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熊

本

市

議

会

議
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津

田

征

士

郎 
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